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栃木農試研報孤17（1975）

ビニルハウス内温度分布の均一化に関する研究

塩谷民一・高野邦治・石井加一郎

　1　緒　　言

　現在のハウス栽培は加温によるものが主体で

あり，作型の分化や栽培の安定化沿よぴ規模拡

大へと急速な進展がみられている．それにとも

なつて付帯設備は高度化し複雑化してきている

が，ハウス内の微気象の実態や環境制御機器の

効率的な利用法などについての解明は緒につい

たぱかりであり，これらの検討が急がれている

　本県に齢いては1964年頃から温風暖房機

の導入がみられ始めた．これは熱交換によつて

暖められた空気をハウス内に放出対流させる方

式であるため，ややもすれぱハウス内温度が不

　　　　　　6）

均一になりやすく，この欠点を緩和するためダ

クトをハウス内に配置したり，カーテンを掛け

　　　　　8）

て熱損失を防ぐなどして温度分布の均一化がは、

かられている．しかしハウスの型式，大きさは

もちろん，加温様式についても千差万別の状態

　　7）

にあるため，実用面に冷ける利用基準を作る必

要があろうと思われる．

　そこでハウス内の温度分布と暖房機利用の実

態について調査し，暖房機やダクトの配置など

加温に関係した資機材の利用法について検討し

たのでその結果を報告する．

　調査の実施にあたりζ指導いただいた加藤昭

佐野分場長，ご協力を得た佐野分場むよび野菜

部の各位・足利農業改良普及所斎藤一雄技師・

関一男技師，本稿の取りまとめにあたりご助言

下さつた農林省園芸（現果樹）試験場中川行夫

室長寿よぴ当場遠藤喜重部長らに対し．厚く謝

意を表する．

H　調査方法

　1．　暖房機利用の実態調査

　県内の代表産地である足利・佐野・鹿沼地区

のキユウリとトマトの栽培ハウスを対象に，下

第1表　調査対象の概要

調査項目

栽培作物

ハウスの大きさ

暖房機の位置

および台数

暖房機の型式

吹き出し口

対象物および数量

キュウリ8か所，トマト7か所

最大2β56�u一最小846�u

北側6基，南側3基

中央5基，連結1基

且K400型7基，300型11基

下吹き13か所，上吹き5か所

記の事項について調査を行なつた．

1）

2）

5）

4）

5）

2．

1）

　　　　　　　　　　　（1969）

暖房機の設置場所

暖房機の自動調整

　温風の吹き出しロ

　ダクトの利用状況

　作柄の整一度（草丈の高低差，％）

暖房機の利用法と温度分布に関する調査

　暖房機設置場所と温度分布の関係調査

（1969）

　暖房機をハウス内の片側に設置した場合と中

央部に設置した場合の温度分布について比較調

査した．片側に設置した場合のハウス面積は

14．8aで，奥行58m間口56mの6連とう，

親ダクト25皿，子：ダクト1，0171mを使用・

中央部に設置した場合のハウス面積は190a

で，奥行65皿間口5．6mの7連とう，親・ダク
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